
■業務内容
　
総
合
案
内
や
体
験

農
園
の
受
付
、
イ
ベ
ン
ト
の
準

備
や
実
施
な
ど

■応募資格
　
大
学
生
、
専
門
学

校
生■募集人員

　
２
人

■勤務開始日
　
６
月
６
日
㈯

■勤務
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
　

９
時
〜
17
時

■申
　
５
月
24
日
㈰
ま
で
に
市
販

の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
あ

お
い
パ
ー
ク
　
☎
（43）
０
５
１
１

■観察内容
　
矢
作
川
を
観
察
し
、

毎
月
１
回
レ
ポ
ー
ト
を
提
出

■応募資格
　
矢
作
川
の
河
口
か

ら
上
塚
橋
付
近
ま
で
の
近
隣
に

住
み
、
川
に
接
す
る
機
会
が
多

く
河
川
愛
護
に
関
心
の
あ
る
20

歳
以
上
の
人

■募集人員
　
若
干
名

■任期
　
７
月
１
日
㈬
〜
令
和
３

年
６
月
30
日
㈬

■謝礼
　
月
額
４
千
円
程
度

■申
　
５
月
22
日
㈮
（
必
着
）
ま

で
に
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
豊
橋
河
川

事
務
所
管
理
課
管
理
係
　
〒
441

ー
８
１
４
９
　
豊
橋
市
中
野
町

字
平
西
１
ー
６
　
　
■℻
０
５
３

２
（48）
８
１
０
０
　
■HPhttp://w

ww.cbr.m
lit.go.jp/toyohash

i/

　
☎
０
５
３
２
（48）
８
１
０
５

ハ
ー
ト
フ
レ
ン
ド
と
は
、
悩

み
を
抱
え
る
子
ど
も
の
た
め
の

話
し
相
手
に
な
る
人
で
す
。
不

登
校
児
童
・
生
徒
の
家
を
訪
問

し
学
校
復
帰
が
で
き
る
よ
う
に

支
援
を
し
た
り
、
学
校
内
で
児

童
・
生
徒
に
個
々
で
対
応
し
た

り
、
教
室
で
孤
立
し
が
ち
な
児

童
・
生
徒
を
支
援
し
た
り
し
ま

す
。
教
員
な
ど
を
志
望
す
る
大

学
生
な
ど
本
人
に
と
っ
て
は
実

践
経
験
を
積
む
機
会
に
な
り
、

児
童
生
徒
に
と
っ
て
は
支
援
の

手
が
増
え
、
教
育
的
効
果
が
期

待
で
き
る
制
度
で
す
。

応
募
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
週
１
〜
２
回
程
度
の
活

動
で
、
日
程
や
内
容
に
つ
い
て

は
調
整
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

■対
　
市
内
も
し
く
は
近
隣
在
住

の
人■謝金

　
１
時
間
900
円

※

市
で
傷
害
・
賠
償
責
任
保
険

に
加
入
し
ま
す
。

■申
　
学
校
教
育
課☎

（95）
９
９
１
８

総
務
省
・
経
済
産
業
省
で
は
、

６
月
１
日
現
在
で
工
業
統
計
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

本
調
査
は
我
が
国
の
工
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
重
要
な
調
査
で
す
。

調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方

公
共
団
体
の
行
政
施
策
の
基
礎

資
料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、
正
確
に
回
答
し
て

く
だ
さ
い
。

５
月
中
旬
か
ら
６
月
に
か
け

て
、
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■内
　
従
業
者
数
、
製
造
品
出
荷

額
な
ど

■対
　
製
造
事
業
所

■問
　
秘
書
情
報
課
情
報
統
計
係

☎
（95）
９
８
６
３

消
費
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

人
口
減
少
・
高
齢
化
の
進
行
、

女
性
活
躍
、
高
度
情
報
通
信
社

会
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
が
進

展
し
、
社
会
や
意
識
も
変
化
し

て
い
ま
す
。
消
費
者
被
害
・
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
自
ら
進
ん

で
知
識
を
習
得
し
、
情
報
を
収

集
し
ま
し
ょ
う
。

消
費
者
庁
や
県
民
生
活
課
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
相
談
事
例
や
対

処
法
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

市
で
は
毎
週
月
・
火
・
木
・
金

曜
日
の
13
時
30
分
か
ら
16
時
ま

で
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■問
　
商
工
課
内
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
　
☎
（41）
３
３
１
１

く
ら
し
の
情
報

時 日時・期間
所 場所・会場

定 定員・募集人数

持 持ち物

対 対象

講 講師

￥ 費用・参加費
（無料の場合は記載省略）

（申し込み不要の場合は記載省略）

問 問い合わせ
申 申し込み

内 内容

最新のイベント開催状況は市ホームページで
新型コロナウイルスの感染拡大防止のために、市が主催するイベントで、
中止・延期・縮小となったものは、市ホームページに掲載しています。
広報へきなんの掲載内容から変更されている場合もあります。ご迷惑をお
かけしますが、ご理解をお願いします。

Webで
詳しく

i

募
集

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

ハ
ー
ト
フ
レ
ン
ド

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

あ
お
い
パ
ー
ク

学
生
ア
ル
バ
イ
ト

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

生
活

102020.5.1

■時
　
５
月
24
日
㈰
　
９
時
〜
11

時
30
分

■所
　
衛
生
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
仮

設
分
別
会
場
（
丸
山
町
）

お
願
い

ご
み
特
別
搬
入
日
は
、
平
日

に
忙
し
く
、
ご
み
が
排
出
で
き

な
い
人
や
大
掃
除
な
ど
で
一
時

的
に
ご
み
が
多
量
に
出
た
人
の

た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
人
が
詰
め
掛
け
る
と

混
み
合
い
、
ご
不
便
を
お
掛
け

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
曜

日
以
外
で
排
出
で
き
る
人
は
、

で
き
る
限
り
地
区
の
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
へ
の
排
出
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■問
　
環
境
課
ご
み
減
量
係

☎
（95）
９
８
９
９

道
路
を
常
に
快
適
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■違反行為・
道
路
上
に
常
に
物
を
置
い
て

お
く
こ
と

・
道
路
上
に
は
み
出
し
た
草
木

な
ど
で
通
行
の
邪
魔
を
す
る

こ
と

・
側
溝
に
土
砂
を
流
す
な
ど
道

路
を
汚
す
こ
と

お
願
い

道
路
上
に
は
み
出
た
植
木
や

草
は
敷
地
の
地
主
か
土
地
の
使

用
者
が
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
道
路
に
穴
や
陥
没
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・
標
識
・
側
溝

の
破
損
な
ど
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問
　
土
木
港
湾
課
管
理
係

☎
（95）
９
９
０
１

河
川
や
た
め
池
な
ど
身
近
な

水
環
境
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
県
内
全
域
で
流
域

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
一
斉
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
参
加
者
の
五

感
に
よ
り
水
の
色
や
に
お
い
な

ど
を
評
価
す
る
も
の
で
、
ど
な

た
で
も
簡
単
に
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

小
学
生
以
下
の
子
は
、
保
護

者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

■時
　
６
月
５
日
㈮
〜
９
月
30
日

㈬■内
　
身
近
な
水
辺
（
川
や
た
め

池
、
湖
、
水
路
、
海
辺
な
ど
）

で
水
の
き
れ
い
さ
、
水
の
量
、

生
態
系
、
水
辺
の
よ
う
す
の
調

査■申
　
５
月
７
日
㈭
〜
８
月
27
日

㈭
に
環
境
課
環
境
保
全
係

☎
（95）
９
９
０
０

市
に
は
ニ
ー
ト
や
ひ
き
こ
も

り
、
不
登
校
、
子
育
て
な
ど
社

会
生
活
を
円
滑
に
営
む
う
え
で

困
難
を
抱
え
て
悩
ん
で
い
る
子

ど
も
・
若
者
や
、
そ
の
家
族
を

支
援
す
る
機
関
が
あ
り
ま
す
。

支
援
機
関
の
所
在
地
、
支
援
内

容
を
令
和
２
年
度
版
「
子
ど
も・

若
者
支
援
機
関
マ
ッ
プ
」
に
ま

と
め
ま
し
た
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
　
文
化
会
館
内
生
涯
学
習
課

☎
（42）
３
５
１
１

緊
急
時
の
情
報
伝
達
体
制
に

つ
い
て
万
全
を
期
す
た
め
、
緊

急
情
報
を
瞬
時
に
伝
達
す
る
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）
の
全
国
一
斉
情
報
伝

達
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
市
内

20
か
所
に
設
置
し
て
い
る
同
報

無
線
（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
）
と

市
役
所
庁
舎
内
に
試
験
放
送
が

流
れ
ま
す
。
チ
ャ
イ
ム
音
の
あ

と
「
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
」

と
い
う
音
声
が
３
回
流
れ
ま
す
。

ま
た
、
防
災
メ
ー
ル
で
「
こ
れ

は
、
テ
ス
ト
で
す
」
と
い
う
試

験
用
メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
ま
す
。

■時
　
５
月
20
日
㈬
　
11
時
ご
ろ

■問
　
防
災
課
地
域
防
災
係

☎
（95）
９
８
７
５

全
国
各
地
の
裁
判
所
で
は
、

こ
の
時
期
に
法
廷
な
ど
の
見
学

ツ
ア
ー
や
各
種
説
明
会
な
ど
の

行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
種

行
事
に
つ
い
て
は
裁
判
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
最
寄
り
の
裁

判
所
の
総
務
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

裁
判
例
情
報
、
司
法
統
計
、

見
学
、
傍
聴
案
内
な
ど
に
つ
い

て
も
裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■問
　
名
古
屋
家
庭
裁
判
所

☎
０
５
２
（223）
０
９
９
４

昨
年
、
自
然
災
害
に
よ
り
全

国
各
地
で
多
く
の
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
日
本
赤
十
字
社
で

は
、
災
害
時
に
お
い
て
、
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ん
に
寄
り
添
っ
た

救
護
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

赤
十
字
の
活
動
は
、
皆
さ
ん

か
ら
の
貴
重
な
資
金
に
よ
り
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
５
月

よ
り
、
奉
仕
団
員
が
お
願
い
に

伺
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
に

限
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
の
た
め
、
適
切

な
時
期
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
　
社
会
福
祉
協
議
会
内
日
本

赤
十
字
社
碧
南
市
地
区

☎
（46）
３
７
０
２

市役所　☎0566（41）3311（代表）
「大丈夫？」
　　一言から広がる思いやり　つないでいこう

「第３日曜日は家庭の日」市青少年育成市民会議

日
曜
日

ご
み
特
別
搬
入
受
付

流
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

一
斉
調
査

安
全
な
道
路
維
持
の
た
め
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

令
和
２
年
度
版
子
ど
も
・
若
者

支
援
機
関
マ
ッ
プ

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

５
月
１
日
〜
７
日
は

憲
法
週
間

日
本
赤
十
字
社
活
動
資
金
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

11



■業務内容
　
総
合
案
内
や
体
験

農
園
の
受
付
、
イ
ベ
ン
ト
の
準

備
や
実
施
な
ど

■応募資格
　
大
学
生
、
専
門
学

校
生■募集人員

　
２
人

■勤務開始日
　
６
月
６
日
㈯

■勤務
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
　

９
時
〜
17
時

■申
　
５
月
24
日
㈰
ま
で
に
市
販

の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
あ

お
い
パ
ー
ク
　
☎
（43）
０
５
１
１

■観察内容
　
矢
作
川
を
観
察
し
、

毎
月
１
回
レ
ポ
ー
ト
を
提
出

■応募資格
　
矢
作
川
の
河
口
か

ら
上
塚
橋
付
近
ま
で
の
近
隣
に

住
み
、
川
に
接
す
る
機
会
が
多

く
河
川
愛
護
に
関
心
の
あ
る
20

歳
以
上
の
人

■募集人員
　
若
干
名

■任期
　
７
月
１
日
㈬
〜
令
和
３

年
６
月
30
日
㈬

■謝礼
　
月
額
４
千
円
程
度

■申
　
５
月
22
日
㈮
（
必
着
）
ま

で
に
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
豊
橋
河
川

事
務
所
管
理
課
管
理
係
　
〒
441

ー
８
１
４
９
　
豊
橋
市
中
野
町

字
平
西
１
ー
６
　
　
■℻
０
５
３

２
（48）
８
１
０
０
　
■HPhttp://w

ww.cbr.m
lit.go.jp/toyohash

i/

　
☎
０
５
３
２
（48）
８
１
０
５

ハ
ー
ト
フ
レ
ン
ド
と
は
、
悩

み
を
抱
え
る
子
ど
も
の
た
め
の

話
し
相
手
に
な
る
人
で
す
。
不

登
校
児
童
・
生
徒
の
家
を
訪
問

し
学
校
復
帰
が
で
き
る
よ
う
に

支
援
を
し
た
り
、
学
校
内
で
児

童
・
生
徒
に
個
々
で
対
応
し
た

り
、
教
室
で
孤
立
し
が
ち
な
児

童
・
生
徒
を
支
援
し
た
り
し
ま

す
。
教
員
な
ど
を
志
望
す
る
大

学
生
な
ど
本
人
に
と
っ
て
は
実

践
経
験
を
積
む
機
会
に
な
り
、

児
童
生
徒
に
と
っ
て
は
支
援
の

手
が
増
え
、
教
育
的
効
果
が
期

待
で
き
る
制
度
で
す
。

応
募
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
週
１
〜
２
回
程
度
の
活

動
で
、
日
程
や
内
容
に
つ
い
て

は
調
整
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

■対
　
市
内
も
し
く
は
近
隣
在
住

の
人■謝金

　
１
時
間
900
円

※

市
で
傷
害
・
賠
償
責
任
保
険

に
加
入
し
ま
す
。

■申
　
学
校
教
育
課☎

（95）
９
９
１
８

総
務
省
・
経
済
産
業
省
で
は
、

６
月
１
日
現
在
で
工
業
統
計
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

本
調
査
は
我
が
国
の
工
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
重
要
な
調
査
で
す
。

調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方

公
共
団
体
の
行
政
施
策
の
基
礎

資
料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、
正
確
に
回
答
し
て

く
だ
さ
い
。

５
月
中
旬
か
ら
６
月
に
か
け

て
、
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■内
　
従
業
者
数
、
製
造
品
出
荷

額
な
ど

■対
　
製
造
事
業
所

■問
　
秘
書
情
報
課
情
報
統
計
係

☎
（95）
９
８
６
３

消
費
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

人
口
減
少
・
高
齢
化
の
進
行
、

女
性
活
躍
、
高
度
情
報
通
信
社

会
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
が
進

展
し
、
社
会
や
意
識
も
変
化
し

て
い
ま
す
。
消
費
者
被
害
・
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
自
ら
進
ん

で
知
識
を
習
得
し
、
情
報
を
収

集
し
ま
し
ょ
う
。

消
費
者
庁
や
県
民
生
活
課
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
相
談
事
例
や
対

処
法
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

市
で
は
毎
週
月
・
火
・
木
・
金

曜
日
の
13
時
30
分
か
ら
16
時
ま

で
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■問
　
商
工
課
内
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
　
☎
（41）
３
３
１
１

く
ら
し
の
情
報

時 日時・期間
所 場所・会場

定 定員・募集人数

持 持ち物

対 対象

講 講師

￥ 費用・参加費
（無料の場合は記載省略）

（申し込み不要の場合は記載省略）

問 問い合わせ
申 申し込み

内 内容

最新のイベント開催状況は市ホームページで
新型コロナウイルスの感染拡大防止のために、市が主催するイベントで、

中止・延期・縮小となったものは、市ホームページに掲載しています。
広報へきなんの掲載内容から変更されている場合もあります。ご迷惑をお

かけしますが、ご理解をお願いします。
Webで
詳しく

i

募
集

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

ハ
ー
ト
フ
レ
ン
ド

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

あ
お
い
パ
ー
ク

学
生
ア
ル
バ
イ
ト

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

生
活

102020.5.1

■時
　
５
月
24
日
㈰
　
９
時
〜
11

時
30
分

■所
　
衛
生
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
仮

設
分
別
会
場
（
丸
山
町
）

お
願
い

ご
み
特
別
搬
入
日
は
、
平
日

に
忙
し
く
、
ご
み
が
排
出
で
き

な
い
人
や
大
掃
除
な
ど
で
一
時

的
に
ご
み
が
多
量
に
出
た
人
の

た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
人
が
詰
め
掛
け
る
と

混
み
合
い
、
ご
不
便
を
お
掛
け

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
曜

日
以
外
で
排
出
で
き
る
人
は
、

で
き
る
限
り
地
区
の
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
へ
の
排
出
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■問
　
環
境
課
ご
み
減
量
係

☎
（95）
９
８
９
９

道
路
を
常
に
快
適
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■違反行為・
道
路
上
に
常
に
物
を
置
い
て

お
く
こ
と

・
道
路
上
に
は
み
出
し
た
草
木

な
ど
で
通
行
の
邪
魔
を
す
る

こ
と

・
側
溝
に
土
砂
を
流
す
な
ど
道

路
を
汚
す
こ
と

お
願
い

道
路
上
に
は
み
出
た
植
木
や

草
は
敷
地
の
地
主
か
土
地
の
使

用
者
が
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
道
路
に
穴
や
陥
没
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・
標
識
・
側
溝

の
破
損
な
ど
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問
　
土
木
港
湾
課
管
理
係

☎
（95）
９
９
０
１

河
川
や
た
め
池
な
ど
身
近
な

水
環
境
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
県
内
全
域
で
流
域

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
一
斉
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
参
加
者
の
五

感
に
よ
り
水
の
色
や
に
お
い
な

ど
を
評
価
す
る
も
の
で
、
ど
な

た
で
も
簡
単
に
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

小
学
生
以
下
の
子
は
、
保
護

者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

■時
　
６
月
５
日
㈮
〜
９
月
30
日

㈬■内
　
身
近
な
水
辺
（
川
や
た
め

池
、
湖
、
水
路
、
海
辺
な
ど
）

で
水
の
き
れ
い
さ
、
水
の
量
、

生
態
系
、
水
辺
の
よ
う
す
の
調

査■申
　
５
月
７
日
㈭
〜
８
月
27
日

㈭
に
環
境
課
環
境
保
全
係

☎
（95）
９
９
０
０

市
に
は
ニ
ー
ト
や
ひ
き
こ
も

り
、
不
登
校
、
子
育
て
な
ど
社

会
生
活
を
円
滑
に
営
む
う
え
で

困
難
を
抱
え
て
悩
ん
で
い
る
子

ど
も
・
若
者
や
、
そ
の
家
族
を

支
援
す
る
機
関
が
あ
り
ま
す
。

支
援
機
関
の
所
在
地
、
支
援
内

容
を
令
和
２
年
度
版
「
子
ど
も・

若
者
支
援
機
関
マ
ッ
プ
」
に
ま

と
め
ま
し
た
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
　
文
化
会
館
内
生
涯
学
習
課

☎
（42）
３
５
１
１

緊
急
時
の
情
報
伝
達
体
制
に

つ
い
て
万
全
を
期
す
た
め
、
緊

急
情
報
を
瞬
時
に
伝
達
す
る
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）
の
全
国
一
斉
情
報
伝

達
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
市
内

20
か
所
に
設
置
し
て
い
る
同
報

無
線
（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
）
と

市
役
所
庁
舎
内
に
試
験
放
送
が

流
れ
ま
す
。
チ
ャ
イ
ム
音
の
あ

と
「
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
」

と
い
う
音
声
が
３
回
流
れ
ま
す
。

ま
た
、
防
災
メ
ー
ル
で
「
こ
れ

は
、
テ
ス
ト
で
す
」
と
い
う
試

験
用
メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
ま
す
。

■時
　
５
月
20
日
㈬
　
11
時
ご
ろ

■問
　
防
災
課
地
域
防
災
係

☎
（95）
９
８
７
５

全
国
各
地
の
裁
判
所
で
は
、

こ
の
時
期
に
法
廷
な
ど
の
見
学

ツ
ア
ー
や
各
種
説
明
会
な
ど
の

行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
種

行
事
に
つ
い
て
は
裁
判
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
最
寄
り
の
裁

判
所
の
総
務
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

裁
判
例
情
報
、
司
法
統
計
、

見
学
、
傍
聴
案
内
な
ど
に
つ
い

て
も
裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■問
　
名
古
屋
家
庭
裁
判
所

☎
０
５
２
（223）
０
９
９
４

昨
年
、
自
然
災
害
に
よ
り
全

国
各
地
で
多
く
の
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
日
本
赤
十
字
社
で

は
、
災
害
時
に
お
い
て
、
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ん
に
寄
り
添
っ
た

救
護
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

赤
十
字
の
活
動
は
、
皆
さ
ん

か
ら
の
貴
重
な
資
金
に
よ
り
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
５
月

よ
り
、
奉
仕
団
員
が
お
願
い
に

伺
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
に

限
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
の
た
め
、
適
切

な
時
期
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
　
社
会
福
祉
協
議
会
内
日
本

赤
十
字
社
碧
南
市
地
区

☎
（46）
３
７
０
２

市役所　☎0566（41）3311（代表）
「大丈夫？」
　　一言から広がる思いやり　つないでいこう

「第３日曜日は家庭の日」市青少年育成市民会議

日
曜
日

ご
み
特
別
搬
入
受
付

流
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

一
斉
調
査

安
全
な
道
路
維
持
の
た
め
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

令
和
２
年
度
版
子
ど
も
・
若
者

支
援
機
関
マ
ッ
プ

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

５
月
１
日
〜
７
日
は

憲
法
週
間

日
本
赤
十
字
社
活
動
資
金
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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①
普
通
救
命
講
習
Ⅲ

■時
　
５
月
16
日
㈯
　
９
時
〜
12

時■所
　
刈
谷
消
防
署

■内
　
小
児
・
乳
児
・
新
生
児
の

心
肺
そ
生
法
、
ひ
き
つ
け
、
の

ど
に
異
物
が
詰
ま
っ
た
と
き
の

処
置
な
ど

②
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

■時
　
５
月
17
日
㈰
　
９
時
〜
12

時■所
　
高
浜
消
防
署

■内
　
心
肺
そ
生
法
（
気
道
確
保
、

人
工
呼
吸
、
胸
骨
圧
迫
）
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
、
止
血
法
な
ど

③
上
級
救
命
講
習

■時
　
５
月
23
日
㈯
　
９
時
〜
18

時■所
　
碧
南
消
防
署

■内
　
成
人
や
小
児
、
乳
児
、
新

生
児
の
心
肺
そ
生
法
、
傷
病
者

管
理
、
外
傷
の
応
急
手
当
、
搬

送
法
な
ど

④
実
技
救
命
講
習

■時
　
５
月
24
日
㈰
　
９
時
〜
11

時■所
　
安
城
消
防
署

■内
　
心
肺
そ
生
法
（
気
道
確
保
、

人
工
呼
吸
、
胸
骨
圧
迫
）
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
、
止
血
法
の
実

技【①
〜
④
共
通
】

■対
　
碧
南
市
、
刈
谷
市
、
安
城

市
、
知
立
市
、
高
浜
市
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
人

※

④
は
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習

ま
た
は
救
命
入
門
コ
ー
ス
を
受

講
し
た
人
が
対
象
で
す
。

■定
　
20
人
（
先
着
順
）

■申
　
５
月
５
日
㈫
９
時
よ
り
①

刈
谷
消
防
署
　
☎
（23）
１
２
９
９

②
高
浜
消
防
署
　
☎
（52）
１
１
９

２
③
碧
南
消
防
署
　
☎
（41）
２
６

２
５
④
安
城
消
防
署
　
☎
（75）
２

４
９
４

■時
　
６
月
17
日
㈬
　
９
時
20
分

〜
13
時

■所
　
あ
お
い
パ
ー
ク

■講
　
生
田
香
乃
氏

■内
　
ポ
テ
サ
ラ
ぱ
ん
と
抹
茶
ロ

ー
ル
パ
ン

■定
　
18
人
（
先
着
順
）

■￥
　
千
600
円

※

教
室
時
に
集
め
ま
す
。

■申
　
５
月
20
日
㈬
９
時
よ
り
あ

お
い
パ
ー
ク
　
☎
（43）
０
５
１
１

※

申
し
込
み
は
窓
口
の
み
で
す
。

か
に
写
真
立
て
を
作
り
ま
す
。

■時
　
５
月
21
日
㈭
　
10
時
〜
11

時■所
　
東
部
市
民
プ
ラ
ザ

■講
　
陶
芸
療
法
士

■対
　
市
内
在
住
65
歳
以
上
の
人

■定
　
17
人
（
先
着
順
）

■￥
　
500
円

※

当
日
集
め
ま
す
。

■申
　
東
部
市
民
プ
ラ
ザ

☎
（46）
１
１
８
８

●
称
名
寺
東
照
宮
祭
礼

■時
　
５
月
５
日
㈫

■所
　
称
名
寺
（
築
山
町
）

■内
　
ご
祈
祷

■問
　
称
名
寺
　
☎
（41）
３
９
５
５

●
三
面
大
黒
天
春
季
大
祭
の
　

延
期

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
５
月
５
日

㈫
に
予
定
し
て
い
た
三
面
大
黒

天
春
季
大
祭
は
、
11
月
５
日
㈭

に
延
期
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
５
月
１
日

㈮
〜
３
日
㈰
に
予
定
し
て
い
た

文
協
祭
と
、
24
日
㈰
〜
31
日
㈰

に
予
定
し
て
い
た
さ
つ
き
展
は

中
止
し
ま
す
。

■問
　
文
化
会
館
内
文
化
協
会
事

務
局
　
☎
（42）
３
５
１
１

①
田
ん
ぼ
で

泥
ん
こ
遊
び
を
し
よ
う
！

泥
ん
こ
運
動
会
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
長
靴
、
帽
子
、

タ
オ
ル
、
飲
料
な
ど
持
参
で
、

汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
来
て
く

だ
さ
い
。
申
し
込
み
不
要
で
す
。

■時
　
５
月
24
日
㈰
　
10
時
〜
11

時
30
分
　
受
付
け
　
９
時
45
分

〜
（
荒
天
中
止
）

■定
　
約
20
人

②
田
植
え
を
体
験
し
よ
う
！
　

田
ん
ぼ
ビ
オ
ト
ー
プ
の
会
と

協
働
し
て
田
植
え
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
す
。

■時
　
５
月
31
日
㈰
　
10
時
〜
11

時
30
分
　
受
付
け
　
９
時
45
分

〜
（
荒
天
中
止
）

■定
　
30
人
（
先
着
順
）

■申
　
５
月
８
日
㈮
よ
り
油
ヶ
淵

水
辺
公
園
管
理
事
務
所

☎
（41）
１
５
１
５

（
受
付
９
時
〜
17
時
）

【
①
②
共
通
】

■所
　
油
ヶ
淵
水
辺
公
園
自
然
ふ

れ
あ
い
生
態
園

■対
　
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護

者
同
伴

救
命
講
習
会

手
作
り
パ
ン
教
室

文
協
祭
の
中
止

陶
芸
体
験
　
陶
芸
で
楽
し
み
な

が
ら
脳
を
健
康
に

観
光
行
事
の

お
知
ら
せ

催
し

油
ヶ
淵
水
辺
公
園

イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド
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園
芸
に
関
す
る
相
談
に
応
じ

ま
す
。
（
１
回
30
分
以
内
）

■時
　
①
５
月
16
日
㈯
②
23
日
㈯

③
30
日
㈯
　
10
時
〜
12
時

■所
　
あ
お
い
パ
ー
ク

■内
　
①
果
樹
栽
培
②
ハ
ー
ブ
庭

づ
く
り
③
草
花
栽
培
、
バ
ラ
栽

培■申
　
当
日
相
談
し
た
い
現
物
が

あ
れ
ば
持
参
し
あ
お
い
パ
ー
ク

☎
（43）
０
５
１
１

■時
　
第
１
・
３
火
曜
日
　
13
時

30
分
〜
15
時
（
予
約
制
）

※

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

■実施項目
　
①
既
往
歴
、
業
務

歴
の
調
査
②
自
覚
症
状
、
他
覚

症
状
の
有
無
の
検
査
③
身
長
、

体
重
、
腹
囲
、
視
力
、
聴
力
の

検
査
④
胸
部
Ｘ
線
検
査
⑤
血
圧

測
定
、
尿
検
査
⑥
貧
血
検
査
⑦

肝
機
能
検
査
⑧
血
中
脂
質
検
査

⑨
血
糖
検
査
⑩
心
電
図
検
査

■対
　
企
業
従
事
者

■申
　
医
師
会
臨
床
検
査
セ
ン
タ

ー
　
☎
（42）
７
３
１
１

ヘ
ル
シ
ー
な
お
弁
当
付
き
で
、

１
日
で
運
動
・
栄
養
の
ポ
イ
ン

ト
が
わ
か
り
ま
す
。

■時
　
５
月
29
日
㈮
　
９
時
30
分

〜
13
時

■所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
〜
臨
海
公

園
（
約
５
㎞
）

■内
　
講
義
「
生
活
習
慣
病
を
防

ぐ
！
食
生
活
の
コ
ツ
」
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
、
ヘ
ル
シ
ー
お
弁
当

試
食
会

※

雨
天
時
は
室
内
で
講
義
と
簡

単
な
実
技
で
す
。

■対
　
40
歳
〜
74
歳
の
市
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者

■定
　
40
人

■￥
　
350
円

※

当
日
集
め
ま
す
。

■申
　
５
月
７
日
㈭
よ
り
保
健
セ

ン
タ
ー
　
　
　
☎
（48）
３
７
５
１

80
歳
で
20
本
以
上
の
歯
が
あ

る
人
を
11
月
の
市
民
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
表
彰
し
ま

す
。
５
月
31
日
㈰
ま
で
に
市
内

指
定
歯
科
医
院
で
診
査
（
無
料
）

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■対
　
市
内
在
住
で
昭
和
16
年
３

月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
、
過
去

の
表
彰
さ
れ
て
い
な
い
人

■申
　
５
月
22
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
保
健
セ
ン
タ
ー☎

（48）
３
７
５
１

日
ご
ろ
の
思
い
を
話
し
合
い
、

皆
さ
ん
で
一
緒
に
考
え
た
り
、

少
し
ほ
っ
と
で
き
る
時
間
を
も

つ
家
族
交
流
会
で
す
。

■時
　
５
月
20
日
㈬
　
13
時
30
分

〜
15
時

■所
　
衣
浦
東
部
保
健
所
（
刈
谷

市
）

■対
　
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る

人
の
家
族

■定
　
30
人

■申
　
５
月
19
日
㈫
ま
で
に
電
話

で
衣
浦
東
部
保
健
所
健
康
支
援

課
　
☎
（21）
９
３
３
７

市役所　☎0566（41）3311（代表）

新型コロナウイルス感染症に関連する市の情報は、
随時市ホームページに公開しています。トップページ
に「緊急情報」として、関連情報をまとめて掲載して
いますので必要に応じてご確認ください。

新型コロナウイルスへの対策は、クラスター（集団）の発生を防止する
ことが重要です。日ごろの生活のなかで３つの「密」（密閉空間・密集場所・
密接場面）が重ならないように工夫しましょう。また、３つの条件のほか、
共同で使う物品には、消毒などを行ってください。

最新情報は市ホームページで
新型コロナ関連

Webで
詳しく

春
の
か
ろ
や
か

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

８
０
２
０
運
動

達
成
者
表
彰

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

健
康

従
業
員
の
健
康
第
一

企
業
健
診

無
料
園
芸
相
談
会
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①
普
通
救
命
講
習
Ⅲ

■時
　
５
月
16
日
㈯
　
９
時
〜
12

時■所
　
刈
谷
消
防
署

■内
　
小
児
・
乳
児
・
新
生
児
の

心
肺
そ
生
法
、
ひ
き
つ
け
、
の

ど
に
異
物
が
詰
ま
っ
た
と
き
の

処
置
な
ど

②
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

■時
　
５
月
17
日
㈰
　
９
時
〜
12

時■所
　
高
浜
消
防
署

■内
　
心
肺
そ
生
法
（
気
道
確
保
、

人
工
呼
吸
、
胸
骨
圧
迫
）
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
、
止
血
法
な
ど

③
上
級
救
命
講
習

■時
　
５
月
23
日
㈯
　
９
時
〜
18

時■所
　
碧
南
消
防
署

■内
　
成
人
や
小
児
、
乳
児
、
新

生
児
の
心
肺
そ
生
法
、
傷
病
者

管
理
、
外
傷
の
応
急
手
当
、
搬

送
法
な
ど

④
実
技
救
命
講
習

■時
　
５
月
24
日
㈰
　
９
時
〜
11

時■所
　
安
城
消
防
署

■内
　
心
肺
そ
生
法
（
気
道
確
保
、

人
工
呼
吸
、
胸
骨
圧
迫
）
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
、
止
血
法
の
実

技【①
〜
④
共
通
】

■対
　
碧
南
市
、
刈
谷
市
、
安
城

市
、
知
立
市
、
高
浜
市
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
人

※

④
は
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習

ま
た
は
救
命
入
門
コ
ー
ス
を
受

講
し
た
人
が
対
象
で
す
。

■定
　
20
人
（
先
着
順
）

■申
　
５
月
５
日
㈫
９
時
よ
り
①

刈
谷
消
防
署
　
☎
（23）
１
２
９
９

②
高
浜
消
防
署
　
☎
（52）
１
１
９

２
③
碧
南
消
防
署
　
☎
（41）
２
６

２
５
④
安
城
消
防
署
　
☎
（75）
２

４
９
４

■時
　
６
月
17
日
㈬
　
９
時
20
分

〜
13
時

■所
　
あ
お
い
パ
ー
ク

■講
　
生
田
香
乃
氏

■内
　
ポ
テ
サ
ラ
ぱ
ん
と
抹
茶
ロ

ー
ル
パ
ン

■定
　
18
人
（
先
着
順
）

■￥
　
千
600
円

※

教
室
時
に
集
め
ま
す
。

■申
　
５
月
20
日
㈬
９
時
よ
り
あ

お
い
パ
ー
ク
　
☎
（43）
０
５
１
１

※

申
し
込
み
は
窓
口
の
み
で
す
。

か
に
写
真
立
て
を
作
り
ま
す
。

■時
　
５
月
21
日
㈭
　
10
時
〜
11

時■所
　
東
部
市
民
プ
ラ
ザ

■講
　
陶
芸
療
法
士

■対
　
市
内
在
住
65
歳
以
上
の
人

■定
　
17
人
（
先
着
順
）

■￥
　
500
円

※

当
日
集
め
ま
す
。

■申
　
東
部
市
民
プ
ラ
ザ

☎
（46）
１
１
８
８

●
称
名
寺
東
照
宮
祭
礼

■時
　
５
月
５
日
㈫

■所
　
称
名
寺
（
築
山
町
）

■内
　
ご
祈
祷

■問
　
称
名
寺
　
☎
（41）
３
９
５
５

●
三
面
大
黒
天
春
季
大
祭
の
　

延
期

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
５
月
５
日

㈫
に
予
定
し
て
い
た
三
面
大
黒

天
春
季
大
祭
は
、
11
月
５
日
㈭

に
延
期
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
５
月
１
日

㈮
〜
３
日
㈰
に
予
定
し
て
い
た

文
協
祭
と
、
24
日
㈰
〜
31
日
㈰

に
予
定
し
て
い
た
さ
つ
き
展
は

中
止
し
ま
す
。

■問
　
文
化
会
館
内
文
化
協
会
事

務
局
　
☎
（42）
３
５
１
１

①
田
ん
ぼ
で

泥
ん
こ
遊
び
を
し
よ
う
！

泥
ん
こ
運
動
会
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
長
靴
、
帽
子
、

タ
オ
ル
、
飲
料
な
ど
持
参
で
、

汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
来
て
く

だ
さ
い
。
申
し
込
み
不
要
で
す
。

■時
　
５
月
24
日
㈰
　
10
時
〜
11

時
30
分
　
受
付
け
　
９
時
45
分

〜
（
荒
天
中
止
）

■定
　
約
20
人

②
田
植
え
を
体
験
し
よ
う
！
　

田
ん
ぼ
ビ
オ
ト
ー
プ
の
会
と

協
働
し
て
田
植
え
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
す
。

■時
　
５
月
31
日
㈰
　
10
時
〜
11

時
30
分
　
受
付
け
　
９
時
45
分

〜
（
荒
天
中
止
）

■定
　
30
人
（
先
着
順
）

■申
　
５
月
８
日
㈮
よ
り
油
ヶ
淵

水
辺
公
園
管
理
事
務
所

☎
（41）
１
５
１
５

（
受
付
９
時
〜
17
時
）

【
①
②
共
通
】

■所
　
油
ヶ
淵
水
辺
公
園
自
然
ふ

れ
あ
い
生
態
園

■対
　
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護

者
同
伴

救
命
講
習
会

手
作
り
パ
ン
教
室

文
協
祭
の
中
止

陶
芸
体
験
　
陶
芸
で
楽
し
み
な

が
ら
脳
を
健
康
に

観
光
行
事
の

お
知
ら
せ

催
し

油
ヶ
淵
水
辺
公
園

イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド

122020.5.1

園
芸
に
関
す
る
相
談
に
応
じ

ま
す
。
（
１
回
30
分
以
内
）

■時
　
①
５
月
16
日
㈯
②
23
日
㈯

③
30
日
㈯
　
10
時
〜
12
時

■所
　
あ
お
い
パ
ー
ク

■内
　
①
果
樹
栽
培
②
ハ
ー
ブ
庭

づ
く
り
③
草
花
栽
培
、
バ
ラ
栽

培■申
　
当
日
相
談
し
た
い
現
物
が

あ
れ
ば
持
参
し
あ
お
い
パ
ー
ク

☎
（43）
０
５
１
１

■時
　
第
１
・
３
火
曜
日
　
13
時

30
分
〜
15
時
（
予
約
制
）

※

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

■実施項目
　
①
既
往
歴
、
業
務

歴
の
調
査
②
自
覚
症
状
、
他
覚

症
状
の
有
無
の
検
査
③
身
長
、

体
重
、
腹
囲
、
視
力
、
聴
力
の

検
査
④
胸
部
Ｘ
線
検
査
⑤
血
圧

測
定
、
尿
検
査
⑥
貧
血
検
査
⑦

肝
機
能
検
査
⑧
血
中
脂
質
検
査

⑨
血
糖
検
査
⑩
心
電
図
検
査

■対
　
企
業
従
事
者

■申
　
医
師
会
臨
床
検
査
セ
ン
タ

ー
　
☎
（42）
７
３
１
１

ヘ
ル
シ
ー
な
お
弁
当
付
き
で
、

１
日
で
運
動
・
栄
養
の
ポ
イ
ン

ト
が
わ
か
り
ま
す
。

■時
　
５
月
29
日
㈮
　
９
時
30
分

〜
13
時

■所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
〜
臨
海
公

園
（
約
５
㎞
）

■内
　
講
義
「
生
活
習
慣
病
を
防

ぐ
！
食
生
活
の
コ
ツ
」
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
、
ヘ
ル
シ
ー
お
弁
当

試
食
会

※

雨
天
時
は
室
内
で
講
義
と
簡

単
な
実
技
で
す
。

■対
　
40
歳
〜
74
歳
の
市
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者

■定
　
40
人

■￥
　
350
円

※

当
日
集
め
ま
す
。

■申
　
５
月
７
日
㈭
よ
り
保
健
セ

ン
タ
ー
　
　
　
☎
（48）
３
７
５
１

80
歳
で
20
本
以
上
の
歯
が
あ

る
人
を
11
月
の
市
民
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
表
彰
し
ま

す
。
５
月
31
日
㈰
ま
で
に
市
内

指
定
歯
科
医
院
で
診
査
（
無
料
）

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■対
　
市
内
在
住
で
昭
和
16
年
３

月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
、
過
去

の
表
彰
さ
れ
て
い
な
い
人

■申
　
５
月
22
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
保
健
セ
ン
タ
ー☎

（48）
３
７
５
１

日
ご
ろ
の
思
い
を
話
し
合
い
、

皆
さ
ん
で
一
緒
に
考
え
た
り
、

少
し
ほ
っ
と
で
き
る
時
間
を
も

つ
家
族
交
流
会
で
す
。

■時
　
５
月
20
日
㈬
　
13
時
30
分

〜
15
時

■所
　
衣
浦
東
部
保
健
所
（
刈
谷

市
）

■対
　
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る

人
の
家
族

■定
　
30
人

■申
　
５
月
19
日
㈫
ま
で
に
電
話

で
衣
浦
東
部
保
健
所
健
康
支
援

課
　
☎
（21）
９
３
３
７

市役所　☎0566（41）3311（代表）

新型コロナウイルス感染症に関連する市の情報は、
随時市ホームページに公開しています。トップページ
に「緊急情報」として、関連情報をまとめて掲載して
いますので必要に応じてご確認ください。

新型コロナウイルスへの対策は、クラスター（集団）の発生を防止する
ことが重要です。日ごろの生活のなかで３つの「密」（密閉空間・密集場所・
密接場面）が重ならないように工夫しましょう。また、３つの条件のほか、
共同で使う物品には、消毒などを行ってください。

最新情報は市ホームページで
新型コロナ関連

Webで
詳しく

春
の
か
ろ
や
か

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

８
０
２
０
運
動

達
成
者
表
彰

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

健
康

従
業
員
の
健
康
第
一

企
業
健
診

無
料
園
芸
相
談
会
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市役所　☎0566（41）3311（代表）

美術館ワークショップ歯と口の健康週間

日曜市役所臨時休業のお知らせJazz in Theater & Bar26
Fish House＆Guest
渋谷みちる

恒例のジャズインシアタ
ーです。今回はJapanese 
Jazz Unit「Fish House」を
お迎えし、「日本人の日本
人による日本人の為のジャ
ズ」をジャズシンガー「渋
谷みちる」をゲストに迎え
お届けします。一流のジャ
ズアーティストの演奏を美
味しい食事やドリンクとともにお楽しみください。
とき　７月11日㈯　18時～
ところ　芸術文化ホール
出演　魚住英史（ドラム）土田邦雄（ベース）瀧川
紀之（ピアノ）宮前博臣（サックス）渋谷みちる（ボ
ーカル）
入場料　全席指定　4,000円（当日 4,500円）
※食事、デザート、ワンドリンク付です。また追加
料金600円で飲み放題です（予定）
チケット　５月９日㈯10時より芸術文化ホール窓口
で発売

■問　市民課市民係　☎（95）9881
税務課管理係　☎（95）9876

市内全出張所も休業日のため、窓口で証明の取得
ができません。住民票、印鑑証明、戸籍謄本はマイ
ナンバーカードを使って、便利なコンビニ交付サー
ビスをご利用ください。
とき　６月７日㈰
市民課の日曜市役所を利用する場合のお願い
日曜市役所は日によって大変混雑し、長時間お待
たせすることがあります。ご利用の際は、お時間に
余裕をもってお越しください。また、次のような事
例は受付できない場合もあります。
・相続に関する書類の取得について、相続関係を証
する戸籍などの持参がない場合（碧南市の戸籍で
関係が確認できる場合を除く）や必要な書類を疎
明する資料がない場合
・一見して判読できない印鑑の登録
・委任状、職務上請求等で記載方法に不備や不明な
点、添付書類の不足がある場合
・本人確認書類が記載事項変更前であったり、不備
不足がある場合
登録済の印鑑証明書やご自身または同世帯の人の
住民票の取得は土曜の出張所が便利です。戸籍・住
民票は郵送での請求が可能な場合もあります。詳し
くは市ホームページをご覧いただくか、お問い合わ
せください。

■問　保健センター　☎（48）3751
歯の健康週間に伴う歯科健診とフッ化物塗布と歯

っぴぃ検定を同時に行います。歯科健診と子どもの
むし歯予防のフッ化物塗布を無料で行います。保護
者も歯科健診ができます。
とき　５月31日㈰　９時30分～10時30分、10時30分
～11時30分
※案内はがきで受付時間をお知らせしますので、時
間内にお越しください。お越しいただいた順番で行
い、終わり次第帰宅できます。
ところ　臨海体育館
内容　①口の健診（親子）、フッ化物塗布（子）②
歯っぴぃ検定（問診、口の審査、フッ化物塗布）
対象　①平成30年12月１日～令和元年11月30日生ま
れの子と保護者②平成28年４月２日～29年４月１日
生まれの子
持ち物　①はがき、歯ブラシ、母子健康手帳②はが
き、歯ブラシ

【子ども向け】パステルでアート
とき　６月14日㈰　10時～
12時、14時～16時
対象　小学生
定員　各15人（先着順）
参加費　300円

【大人向け】メカニカルイラストレーション
―自動車や宇宙船、建物の描き方―
とき　６月21日㈰　10時～
12時、14時～16時
対象　中学生以上
定員　各12人（先着順）
参加費　300円
【両ワークショップ】
ところ　藤井達吉現代美術館
申込み　５月７日㈭10時より参加費を添えて藤井達
吉現代美術館　☎（48）6602

６月４日㈭

～10日㈬は

15

軽自動車税（種別割）・自動車税種別割の納期限は６月１日㈪です

療養費の申請について 国民年金保険料免除・猶予制度
退職の特例制度■問　国保年金課国保係　☎（95）9891

次の場合は、いったん全額自己負担となりますが、
申請により自己負担分を除いた額が払い戻される場
合があります。

※療養費の申請期限は、医療費などを支払った日の
翌日から２年以内です。

■問　国保年金課年金課　☎（95）9893
国民年金保険料を納付することが困難な場合は、
保険料の全額または一部を免除・猶予する制度があ
ります。未納のままにしておくと将来年金が受け取
れなくなる場合があります。
免除・猶予の申請は、申請時点から２年１か月前
までの期間についてさかのぼって申請できます。た
だし、被保険者本人、配偶者、世帯主の前年の所得
が一定基準以下であることが必要です。また、失業
などの理由で保険料の納付が困難な場合は、退職者
本人の所得を審査対象外とする特例制度があります。
特例制度の申請には、次のいずれかの書類が必要で
す。雇用保険の適用のない離職者の人は窓口にてお
問い合わせください。
必要書類
・雇用保険受給資格者証
・雇用保険被保険者離職票
・雇用保険被保険者資格喪失確認通知書
・総合支援資金の貸付を受けた場合は貸付決定通知
書および申請時の添付書類
※いずれもコピーの書類可能です。退職（失業）を
理由として申請できるのは、失業日（退職日の翌日）
を含む月の前月分から翌々年６月分までの期間につ
いてです。

■　軽自動車税（種別割）
■問　税務課管理係　☎（95）9876

４月１日現在に、原付バイク、小型特殊自動車、
軽自動車、自動二輪車を所有している人に、５月中
旬に納税通知書を送付します。納期限までに金融機
関やコンビニエンスストアなどで納めてください。
口座振替の申し込みをしている人は、残額を確認し
てください。
名義変更、廃車などの手続きをした軽自動車など
の納税通知書が届いた場合は、手続きが完了してい
るか確認してください。転居などで納税通知書が届
かないときはお問い合わせください。
なお、軽自動車税（種別割）は年税額であり、４
月２日以降に譲渡や廃車をしても税金の還付はあり
ません。また、口座振替の人には、車検用納税証明
書を６月上旬に郵送します。

令和元年10月１日から、自動車の税が変わり、軽自動車税は軽自動車税（種別割）に、自動車税は自動車税
種別割に名称が変更されました。

■　自動車税種別割
■問　西三河県税事務所自動車税グループ

☎0564（27）2712
４月１日現在に、自動車を所有している人に、４
月30日㈭に県税事務所から納税通知書を送付します。
納期限までに県税事務所、金融機関やコンビニエン
スストアなどで納めてください。
スマートフォンなどを利用して、インターネット
バンキング、クレジットカード（決済手数料がかか
ります）、ＰａｙＢでも納付できます。
なお、名義変更や廃車などの手続きをした自動車
の納税通知書が届いた場合は、手続きが完了してい
るかご確認ください。
また、転居などにより納税通知書が届かない場合
は、管轄の県税事務所にご連絡ください。

ペ イ ビ ー

海外渡航中に受診したと
き（治療目的の渡航は除
く）

事故や急病で、やむを得
ず保険証を持たずに診療
を受けたとき

療養費が支給できる場合

医師が治療上必要と認め
た、コルセットなどの補
装具代がかかったとき

診療内容の明細書、領収明
細書、保険証、パスポート、
口座の分かるもの、印鑑
※外国語で作成されている
場合は、日本語の翻訳文が
必要です。渡航前に問い合
わせてください。

領収書、診療内容の明細書、
保険証、口座のわかるもの

申請に必要なもの

医師の診断書、領収書、保
険証、口座のわかるもの
※靴型の補装具については、
当該装具の写真、もしくは
現物の提示が必要です。
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市役所　☎0566（41）3311（代表）

美術館ワークショップ歯と口の健康週間

日曜市役所臨時休業のお知らせJazz in Theater & Bar26
Fish House＆Guest
渋谷みちる

恒例のジャズインシアタ
ーです。今回はJapanese 
Jazz Unit「Fish House」を
お迎えし、「日本人の日本
人による日本人の為のジャ
ズ」をジャズシンガー「渋
谷みちる」をゲストに迎え
お届けします。一流のジャ
ズアーティストの演奏を美
味しい食事やドリンクとともにお楽しみください。
とき　７月11日㈯　18時～
ところ　芸術文化ホール
出演　魚住英史（ドラム）土田邦雄（ベース）瀧川
紀之（ピアノ）宮前博臣（サックス）渋谷みちる（ボ
ーカル）
入場料　全席指定　4,000円（当日 4,500円）
※食事、デザート、ワンドリンク付です。また追加
料金600円で飲み放題です（予定）
チケット　５月９日㈯10時より芸術文化ホール窓口
で発売

■問　市民課市民係　☎（95）9881
税務課管理係　☎（95）9876

市内全出張所も休業日のため、窓口で証明の取得
ができません。住民票、印鑑証明、戸籍謄本はマイ
ナンバーカードを使って、便利なコンビニ交付サー
ビスをご利用ください。
とき　６月７日㈰
市民課の日曜市役所を利用する場合のお願い
日曜市役所は日によって大変混雑し、長時間お待
たせすることがあります。ご利用の際は、お時間に
余裕をもってお越しください。また、次のような事
例は受付できない場合もあります。
・相続に関する書類の取得について、相続関係を証
する戸籍などの持参がない場合（碧南市の戸籍で
関係が確認できる場合を除く）や必要な書類を疎
明する資料がない場合
・一見して判読できない印鑑の登録
・委任状、職務上請求等で記載方法に不備や不明な
点、添付書類の不足がある場合
・本人確認書類が記載事項変更前であったり、不備
不足がある場合
登録済の印鑑証明書やご自身または同世帯の人の
住民票の取得は土曜の出張所が便利です。戸籍・住
民票は郵送での請求が可能な場合もあります。詳し
くは市ホームページをご覧いただくか、お問い合わ
せください。

■問　保健センター　☎（48）3751
歯の健康週間に伴う歯科健診とフッ化物塗布と歯
っぴぃ検定を同時に行います。歯科健診と子どもの
むし歯予防のフッ化物塗布を無料で行います。保護
者も歯科健診ができます。
とき　５月31日㈰　９時30分～10時30分、10時30分
～11時30分
※案内はがきで受付時間をお知らせしますので、時
間内にお越しください。お越しいただいた順番で行
い、終わり次第帰宅できます。
ところ　臨海体育館
内容　①口の健診（親子）、フッ化物塗布（子）②
歯っぴぃ検定（問診、口の審査、フッ化物塗布）
対象　①平成30年12月１日～令和元年11月30日生ま
れの子と保護者②平成28年４月２日～29年４月１日
生まれの子
持ち物　①はがき、歯ブラシ、母子健康手帳②はが
き、歯ブラシ

【子ども向け】パステルでアート
とき　６月14日㈰　10時～
12時、14時～16時
対象　小学生
定員　各15人（先着順）
参加費　300円

【大人向け】メカニカルイラストレーション
―自動車や宇宙船、建物の描き方―
とき　６月21日㈰　10時～
12時、14時～16時
対象　中学生以上
定員　各12人（先着順）
参加費　300円
【両ワークショップ】
ところ　藤井達吉現代美術館
申込み　５月７日㈭10時より参加費を添えて藤井達
吉現代美術館　☎（48）6602

６月４日㈭

～10日㈬は

15

軽自動車税（種別割）・自動車税種別割の納期限は６月１日㈪です

療養費の申請について 国民年金保険料免除・猶予制度
退職の特例制度■問　国保年金課国保係　☎（95）9891

次の場合は、いったん全額自己負担となりますが、
申請により自己負担分を除いた額が払い戻される場
合があります。

※療養費の申請期限は、医療費などを支払った日の
翌日から２年以内です。

■問　国保年金課年金課　☎（95）9893
国民年金保険料を納付することが困難な場合は、

保険料の全額または一部を免除・猶予する制度があ
ります。未納のままにしておくと将来年金が受け取
れなくなる場合があります。
免除・猶予の申請は、申請時点から２年１か月前

までの期間についてさかのぼって申請できます。た
だし、被保険者本人、配偶者、世帯主の前年の所得
が一定基準以下であることが必要です。また、失業
などの理由で保険料の納付が困難な場合は、退職者
本人の所得を審査対象外とする特例制度があります。
特例制度の申請には、次のいずれかの書類が必要で
す。雇用保険の適用のない離職者の人は窓口にてお
問い合わせください。
必要書類
・雇用保険受給資格者証
・雇用保険被保険者離職票
・雇用保険被保険者資格喪失確認通知書
・総合支援資金の貸付を受けた場合は貸付決定通知
書および申請時の添付書類

※いずれもコピーの書類可能です。退職（失業）を
理由として申請できるのは、失業日（退職日の翌日）
を含む月の前月分から翌々年６月分までの期間につ
いてです。

■　軽自動車税（種別割）
■問　税務課管理係　☎（95）9876

４月１日現在に、原付バイク、小型特殊自動車、
軽自動車、自動二輪車を所有している人に、５月中
旬に納税通知書を送付します。納期限までに金融機
関やコンビニエンスストアなどで納めてください。
口座振替の申し込みをしている人は、残額を確認し
てください。
名義変更、廃車などの手続きをした軽自動車など

の納税通知書が届いた場合は、手続きが完了してい
るか確認してください。転居などで納税通知書が届
かないときはお問い合わせください。
なお、軽自動車税（種別割）は年税額であり、４

月２日以降に譲渡や廃車をしても税金の還付はあり
ません。また、口座振替の人には、車検用納税証明
書を６月上旬に郵送します。

令和元年10月１日から、自動車の税が変わり、軽自動車税は軽自動車税（種別割）に、自動車税は自動車税
種別割に名称が変更されました。

■　自動車税種別割
■問　西三河県税事務所自動車税グループ

☎0564（27）2712
４月１日現在に、自動車を所有している人に、４

月30日㈭に県税事務所から納税通知書を送付します。
納期限までに県税事務所、金融機関やコンビニエン
スストアなどで納めてください。
スマートフォンなどを利用して、インターネット

バンキング、クレジットカード（決済手数料がかか
ります）、ＰａｙＢでも納付できます。
なお、名義変更や廃車などの手続きをした自動車

の納税通知書が届いた場合は、手続きが完了してい
るかご確認ください。
また、転居などにより納税通知書が届かない場合

は、管轄の県税事務所にご連絡ください。

ペ イ ビ ー

海外渡航中に受診したと
き（治療目的の渡航は除
く）

事故や急病で、やむを得
ず保険証を持たずに診療
を受けたとき

療養費が支給できる場合

医師が治療上必要と認め
た、コルセットなどの補
装具代がかかったとき

診療内容の明細書、領収明
細書、保険証、パスポート、
口座の分かるもの、印鑑
※外国語で作成されている
場合は、日本語の翻訳文が
必要です。渡航前に問い合
わせてください。

領収書、診療内容の明細書、
保険証、口座のわかるもの

申請に必要なもの

医師の診断書、領収書、保
険証、口座のわかるもの
※靴型の補装具については、
当該装具の写真、もしくは
現物の提示が必要です。
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高齢ドライバーの交通事故を抑止するため、ペダル
踏み間違い時加速抑制装置（誤発進抑制装置）の設置
に必要な費用の一部を補助する制度が、令和元年12月
から始まっていますが、国および県のサポカー補助金
制度創設に合わせて、令和２年４月から、制度内容の
一部を変更しました。
※申請に必要な書類などについては、お問い合わせく
ださい。

国の「サポカー補助金」をご存じですか
「サポカー補助金」とは、経済産業省による自家用自動車を対象とした「安全運転サポート車普及促進事業費補助
金」および国土交通省による事業用自動車を対象とした「安全運転サポート車普及促進に係る自動車事故対策費補
助金」の総称です。
①安全運転サポート車購入補助と②後付けのペダル踏み間違い急発進抑制装置購入補助の２種類の補助制度があり
ます。
①安全運転サポート車購入補助金の交付を受けるには
個人で一般社団法人次世代自動車振興センターへ申請をする必要があります。この補助金を受けた場合、市の
「高齢者安全運転支援装置等搭載自動車購入費補助金」は申請できませんのでご注意ください。
②後付けのペダル踏み間違い急発進抑制装置購入補助
一般社団法人次世代自動車振興センターが認定した「後付け装置取扱事業者」が行います。後付け装置購入者は、
当該後付け装置取扱事業者が申請しセンターが認定した販売・取付店舗に、購入・取付け代金（消費税込み）から
補助金相当額を控除した費用を支払うことになります。
国のサポカー補助金の詳細につきましては、一般社団法人次世代自動車振興センターのホームページをご覧くだ
さい。

対象　県内在住の母子家庭の母・父子家庭の父または寡婦で全日程参加できる人
受講料　無料（教材費が3,500円程度自己負担あり）
申込み　５月28日㈭までにこども課育成支援係　☎（95）9886

■問　地域協働課交通防犯係　☎（95）9873
変更点
①年齢　申請年度中に満65歳以上となる人
②対象となる装置　国土交通省の性能認定を受けた
後付けの急発進等抑制装置（ペダル踏み間違い急発
進等抑制装置）で、後付け装置取扱事業者の店舗な
どにおいて設置するもの
③市税および自動車税を滞納していない人

高齢者後付安全運転支援装置設置補助制度が変わりました

母子家庭等就業支援講習会

①サポカー購入補助
対象：Ⅰ）対歩行者の衝突被害軽減ブレーキ

Ⅱ）ペダル踏み間違い急発進制御装置
ⅠかつⅡを搭載する車両　Ⅰのみ搭載する車両

登録車　　　１０万円　　　　　　　６万円
軽自動車　　　７万円　　　　　　　３万円
中古車　　　　４万円　　　　　　　２万円

②後付けのペダル踏み間違い急発進制御装置
購入補助

障害物検知機能付き
ペダル踏み間違い急発進制御装置等　４万円

ペダル踏み間違い急発進制御装置等　２万円

初級パソコン

内容 とき
６月27日～10月３日の土曜日
10時～15時40分
６月29日～10月５日の月曜日
10時～15時40分

未来ケアカレッジ　名古屋駅前校
（自宅学習・施設実習あり）

ところ

ヒューマンアカデミー花車ビル
（無料託児有り）
パソコン教室みんと

介護職員
初任者研修

６月30日～10月27日の火曜日
９時30分～17時30分

162020.5.1

73,180人　（前月比－52）
29,297世帯（前月比＋53）

人口・世帯数

［令和２年３月31日現在］

男性
37,678人

女性
35,502人

■問　高齢介護課地域支援係　☎（95）9890

市では、人が集い・笑顔が溢れる、地域の介護予防の拠点となる場
所「通いの場」の登録を募集しています。
体操やレクリエーション、茶話会など地域のみなさんが主役の活動
をもっとＰＲしたい、仲間を増やしたい、今の活動に介護予防のエッ
センスをさらに入れていきたいと思われる皆さん、是非登録をしてく
ださい。
１．登録する「通いの場」とは
「介護予防」「閉じこもり予防」「健康づくり」のため、公民館などの
場所で、地域の住民が運営する「地域住民の集う場」を言います。
具体的には、次のような基準があります。
・参加者の半数以上が65歳以上の高齢者
・開催回数は月１回以上
・１回の参加者人数は５人以上
・政治、宗教を伴う活動や営利を目的とした活動ではない
２．登録の流れ
登録を希望する団体は、「通いの場」登録申請書に必要事項を記入
し、参加者名簿を添えて、高齢介護課に持参してください。
※詳細および様式については、高齢介護課地域支援係窓口または市ホ
ームページをご覧ください。
３．登録された団体には
・碧南市より「地域の通いの場」として市民にＰＲします。
・介護予防のエッセンスを提供します。
健康・ケアアドバイザー（理学療法士、健康運動指導士、保健師、
主任ケアマネジャー、社会福祉士、栄養士、歯科衛生士等）を講師と
して派遣します。
なお、次の条件により派遣回数に上限があります。
・月４回以上「通いの場」開催⇒年６回（２か月に１回）
・月１回以上「通いの場」開催⇒年２回（６か月に１回）

「通いの場」
登録のご案内

市役所　☎0566（41）3311（代表）
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